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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
2
9
0
0
部

東
京
土
建
は
3
月
18
日
、19
日
の
両
日
、「
建
設
従
事
者
の
低
賃
金

・
過
酷
労
働
の
打
開
と
権
利
の
拡
充
へ
、
現
場
と
生
活
に
憲
法
を
守

り
活
か
す
た
た
か
い
、
多
数
派
形
成
の
運
動
を
団
結
し
て
推
進
し
よ

う
」を
掲
げ
、伊
東
市
の
ホ
テ
ル
聚
楽
に
5
7
6
人
（
来
賓
含
む
）
が

参
加
し
、
第
71
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
産
業
対

策
、
生
活
支
援
、
組
織
拡
大
な
ど
の
諸
運
動
の
取
り
組
み
を
総
括
し
、

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
、
現
場
対
策
、
憲
法
を
守
る
取
り
組
み
な
ど
に
確

信
を
深
め
、
「
総
合
5
カ
年
計
画
」
の
後
期
2
年
の
実
践
に
向
け
た

運
動
方
針
を
確
立
。
副
委
員
長
選
挙
を
3
1
9
人
の
代
議
員
全
員
の

投
票
で
実
施
、
運
動
の
先
頭
に
立
つ
新
執
行
部
を
選
出
し
ま
し
た
。

大
会
は
議
長
に
古
怒
田
忠
（
日

野
）
、
石
井
正
（
港
）
、
小
嶋
和

俊（
小
金
井
国
分
寺
）を
選
出
し
、

書
記
長
に
茂
呂
裕
一
（
江
東
）
の

皆
さ
ん
を
始
め
と
す
る
大
会
諸
役

員
を
確
認
し
て
開
会
し
ま
し
た
。

松
丸
委
員
長
が
中
央
執
行
委
員

会
を
代
表
し
、
昨
年
の
運
動
の
経

過
を
振
り
返
り
、
今
年
は
現
場
対

策
を
す
す
め
、
組
織
拡
大
で
1
％

以
上
実
増
し
、
12
万
人
回
復
目
指

し
て
前
進
し
よ
う
と
挨
拶
し
（
2

面
掲
載
）
、
続
い
て
来
賓
か
ら
挨

拶
を
受
け
ま
し
た（
3
面
掲
載
）。

基
調
報
告
に
立
っ
た
白
滝
書
記

長
は
、
昨
年
の
取
り
組
み
と
し
て

公
契
約
条
例
と
現
場
対
策
、
受
注

対
策
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
、

建
設
キ
ャ
リ
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
産
業
民
主
化
運
動
、
国
保
一

元
化
阻
止
、
健
康
増
進
活
動
な
ど

の
社
会
保
障
運
動
、
火
災
・
地
震

共
済
普
及
、
本
部
費
改
定
な
ど
の

経
過
と
特
徴
を
報
告
し
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
度
の
方
針
提
起
で

は
、
「
総
合
5
カ
年
計
画
」
の
到

達
の
概
要
を
示
す
と
と
も
に
、
今

後
、
検
討
と
具
体
化
す
る
課
題
と

し
て
、①
運
動
と
組
織
を
両
輪
に
、

自
覚
と
主
体
性
を
確
立
し
た
結
集

の
手
立
て
②
現
場
対
策
と
組
織

化
、
交
渉
機
構
づ
く
り
、
公
契
約

条
例
の
推
進
③
受
注
環
境
の
整

備
、
共
同
受
注
・
集
団
施
工
体
制

④
経
営
セ
ン
タ
ー
と
事
業
支
援
セ

ン
タ
ー
の
協
同
⑤
訓
練
・
就
労
、

労
供
〜
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
導
入
⑥
国
保
と
共
済
が
連

携
し
た
協
会
け
ん
ぽ
と
の
競
合
対

策
⑦
納
入
方
法
の
改
善
と
変
更
に

つ
い
て
提
案
、
さ
ら
に
各
分
野
の

重
点
に
つ
い
て
方
針
提
案
し
ま
し

た
。
続
い
て
平
井
副
委
員
長
が
規

約
改
定
案
の
提
案
を
行
な
い
ま
し

た
。討

論
の
補
強
で
は
目
黒
支
部
と

日
野
支
部
か
ら
公
契
約
条
例
制
定

の
活
動
、
八
王
子
支
部
か
ら
組
織

活
動
の
経
験
報
告
、
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
原
告
団
か
ら
こ
れ
か
ら

の
闘
い
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
基
調
報
告
へ
の
質
疑
の

後
、
平
井
副
委
員
長
が
2
0
1
7

年
度
決
算
報
告
、
本
部
費
改
定
案

提
案
、
2
0
1
8
年
度
予
算
案
提

案
を
行
な
い
ま
し
た
。

代
議
員
か
ら
基
調
報
告
と
本
部

費
改
定
案
な
ど
の
提
案
に
対
し
、

「
賃
金
運
動
の
革
新
的
な
取
り
組

み
」
（
足
立
）
、
「
建
設
業
の
仕

事
を
理
解
さ
せ
る
書
記
局
教
育
」

（
調
布
）
、
「
本
部
費
引
き
上
げ

は
検
討
を
」
（
世
田
谷
）
、
「
安

保
条
約
反
対
の
情
勢
認
識
」
（
府

中
国
立
）
、
「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
で
大
手
に
人
材
が

取
ら
れ
る
。
地
震
共
済
の
赤
字
対

策
」
（
狛
江
）
な
ど
の
質
問
が
出

さ
れ
、執
行
部
が
答
弁
し
ま
し
た
。

質
疑
・
討
論
終
了
後
、
人
見
顧

問
の
挨
拶
、
副
委
員
長
立
候
補
者

の
決
意
表
明
を
受
け
、
46
の
分
散

会
に
分
か
れ
て
支
部
・
分
会
の
活

動
経
験
交
流
を
行
な
い
ま
し
た
。

活発に意見・要望が出され、方針を深めた全体会

2
日
目
の
午
前
中
は
専
門
部
ご

と
の
分
科
会
で
討
論
し
、
分
科
会

終
了
後
の
昼
食
時
に
副
委
員
長
選

挙
の
投
票
を
実
施
し
ま
し
た
。

全
大
会
で
は
最
初
に
小
林
東
京

建
築
カ
レ
ッ
ジ
学
校
長
が
25
人
の

カ
レ
ッ
ジ
23
期
生
が
決
ま
っ
た
こ

と
と
、
カ
レ
ッ
ジ
の
着
実
な
成
果

と
し
て
全
国
青
年
技
能
競
技
大
会

で
の
氏
平
さ
ん
の
金
賞
受
賞
と
技

能
五
輪
全
国
大
会
で
の
髙
野
さ
ん

の
銀
賞
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

分
科
会
報
告

を
受
け
た
後
の

質
疑
・
討
論
で
、

「
地
震
共
済
目

標
達
成
の
具
体

的
な
提
案
」（
練

馬
）
「
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
へ
の

危
惧
」（
墨
田
）

「
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
登
録
業
務

で
の
人
的
支

援
」（
江
戸
川
）

な
ど
の
質
問
が

あ
り
、
執
行
部

が
答
弁
し
ま
し
た
。

白
滝
書
記
長
の
討
論
の
ま
と
め

で
、
最
初
に
19
日
の
日
野
市
議
会

企
画
総
務
委
員
会
で
公
契
約
条
例

案
が
可
決
さ
れ
た
と
報
告
。
大
き

な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
全
体
会
で
の
3
支
部
の
経
験
報

告
や
積
極
的
な
意
見
が
表
明
さ
れ

た
発
言
、
分
科
会
で
の
要
望
、
分

散
会
で
の
交
流
な
ど
を
今
後
の
活

動
の
参
考
に
す
る
、
こ
れ
ら
の
討

論
の
積
み
重
ね
が
東
京
土
建
を
豊

か
に
し
て
い
る
と
結
び
ま
し
た
。

大
会
宣
言
（
2
面
掲
載
）
・
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
確
認
し
、
大
会
表
彰

の
後
、
副
委
員
長
選
挙
結
果
が
秋

元
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
報
告
さ

れ
、新
執
行
部
を
選
出
し
ま
し
た
。

退
任
役
員
を
代
表
し
て
、
宮
田
前

副
委
員
長
と
平
井
前
副
委
員
長
が

挨
拶（
12
面
掲
載
）。
最
後
に「
団

結
が
ん
ば
ろ
う
」
で
終
了
し
ま
し

た
。

建築カレッジの成果を報告する小林学校長、
左端は技能五輪で銀賞の髙野さん

■
卑
劣
な
ス

ト
ー
カ
ー
行
為

を
憎
む
市
民
感

情
に
便
乗
す
る

よ
う
に
、
東
京

都
は
迷
惑
防
止
条
例
改
正
案
を

3
月
23
日
、
都
議
会
警
察
・
消

防
委
員
会
で
可
決
し
、
本
会
議

採
決
を
待
つ
ば
か
り
に
な
っ
て

い
る
。
条
例
改
正
案
は
ス
ト
ー

カ
ー
規
制
法
の
条
文
に
合
わ
せ

て
、
つ
き
ま
と
い
行
為
の
類
型

を
増
や
し
、罰
則
も
重
く
し
た
。

■
問
題
は
規
制
法
が
恋
愛
感

情
な
ど
を
満
た
す
行
為
を
対
象

に
し
た
の
に
対
し
、
条
例
改
正

案
は
悪
意
の
感
情
を
満
た
す
行

為
を
対
象
と
す
る
と
範
囲
を
広

げ
た
こ
と
だ
。
悪
意
の
感
情
を

持
っ
た
行
為
か
ど
う
か
は
現
場

の
警
察
が
判
断
す
る
こ
と
に
な

る
。
組
合
の
仲
間
が
国
会
や
裁

判
所
、
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
製
造

企
業
な
ど
包
囲
し
て
、
正
当
な

要
求
を
掲
げ
て
声
を
あ
げ
た

時
、そ
れ
が
警
察
か
ら
見
て「
悪

意
あ
る
批
判
だ
」
と
判
断
さ
れ

れ
ば
処
罰
さ
れ
か
ね
な
い
。

■
親
会
社
に
突
然
破
産
さ
せ

ら
れ
、
退
職
金
な
し
で
解
雇
さ

れ
た
子
会
社
の
労
働
者
が
職
場

復
帰
を
求
め
た「
フ
ジ
ビ
闘
争
」

で
は
、
会
社
側
が
組
合
の
の
ぼ

り
の
文
言
が
名
誉
棄
損
に
当
た

る
と
し
た
訴
訟
を
起
こ
し
、
最

高
裁
ま
で
が
損
害
賠
償
請
求
を

認
め
る
判
決
を
出
し
た
。
裁
判

官
は
組
合
の
街
頭
宣
伝
を
正
当

な
組
合
活
動
と
は
見
な
さ
な
か

っ
た
。
今
回
の
条
例
改
正
で
こ

の
よ
う
な
事
例
が
増
え
た
り
、

警
察
が
許
容
す
る
範
囲
の
活
動

に
し
よ
う
と
、
労
働
組
合
が
萎

縮
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た

り
は
し
な
い
か
。
濫
用
を
許
し

て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

総
合
５
カ
年
計
画
を
補
強

運
動
と
組
織
を
両
輪
に
結
集
す
る

東
京
土
建
を
豊
か
に
す
る

積
極
的
な
討
論
の
積
み
重
ね

メ
ー
デ
ー
へ

参
加
し
よ
う

5
月
1
日
は
第
89
回
メ
ー
デ
ー

で
す
。
中
央
は
代
々
木
公
園
Ｂ
地

区
、
三
多
摩
は
井
の
頭
公
園
西
園

で
開
催
し
ま
す
。
「
安
倍
働
き
方

改
革
」「
憲
法
改
悪
」を
許
さ
ず
、

8
時
間
労
働
を
軸
に
生
活
と
権
利

を
守
る
た
め
参
加
し
ま
し
ょ
う
。


